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年

頭
所

感

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
一
同

会
　
長

吉
本 

知
之

副
会
長

阿
部 

昌
弘

　
（
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

谷
村 

誠

　
（
兵
庫
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
会
長
）

亀
田 

龍
昇

　
（
兵
庫
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
）

玉
田 

敏
郎

　
（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
）

副
会
長
兼
常
務
理
事

福
田 

好
宏

理
　
事

松
原 

一
郎

　
（
尼
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
）

藤
本 

博
敏

　
（
稲
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

秋
武 

賢
是

　
（
宍
粟
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

中
川 

茂

　
（
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
）

田
口 

勝
彦

　
（
丹
波
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
地

域
福
祉
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

続
き
、
社
会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
な
ど
の
地
域
生
活

課
題
が
深
刻
化
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
感
染
予

防
を
徹
底
し
、
創
意
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
住
民
同

士
の
見
守
り
や
支
え
合
い
活
動
を
再
開
・
継
続
す
る

動
き
も
見
ら
れ
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
環
境
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
力
を
実
感
す
る
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
国
で
は
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

施
策
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
、
児
童
・

障
害
・
高
齢
な
ど
の
分
野
を
超
え
た
支
援
体
制
の
整

備
と
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
を
目
指
す
「
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
」
へ
の
取
り
組
み
や
、
福
祉
分
野

の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
労
働
、
農
業
、
交
通
な
ど
の

生
活
関
連
分
野
と
の
連
携
を
図
る
動
き
な
ど
、
地
域

福
祉
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
視
点
で
進
め
る
重
要
性

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

県
社
協
の
中
期
計
画
「
２
０
２
５
年
計
画
」
で
は
、

基
本
目
標
「
つ
な
が
り
で
笑
顔
輝
く　
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
見
据
え
、
全
て
の
人
が
尊
厳
を
守
ら
れ

多
様
性
を
認
め
合
え
る
社
会
、
誰
も
が
参
加
・
参
画

し
て
自
己
実
現
が
で
き
る
社
会
を〝
オ
ー
ル
ひ
ょ
う
ご
〟

で
目
指
す
こ
と
を
提
起
し
て
お
り
ま
す
。

県
社
協
と
し
ま
し
て
も
、
創
立
か
ら
70
年
間
積
み

上
げ
て
き
た
歴
史
を
踏
ま
え
つ
つ
「
２
０
２
５
年
計

画
」
に
掲
げ
た
取
り
組
み
を
、
役
職
員
一
丸
で
進
め

て
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

笑
顔
輝
く

笑
顔
輝
く

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長　

吉
本
知
之
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年
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所

感

松
尾 

幸
惠

　
（
兵
庫
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
副
会
長
）

橋
本 

好
昭

　
（
神
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
理
事
長
）

伊
達 

惠
一

　
（
兵
庫
県
保
育
協
会
会
長
）

伊
富
貴 

幸
廣

　
（
兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会
会
長
）

黒
川 

恭
眞

　
（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
施
設
部
会
部
会
長
）

西
田 

勉

　
（
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
勤
理
事
）

和
田 

修

　
（
兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
理
事
長
）

中
川 

寿
子

　
（
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
常
務
理
事
）

片
山 

安
孝

　
（
兵
庫
県
副
知
事
）

小
西 

康
生

　
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

松
端 

克
文

　
（
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
）

三
宅 

由
佳

　
（
税
理
士
）

監
　
事

村
山 

興
治

　
（
猪
名
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

古
川 

勝

　
（
兵
庫
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会
副
会
長
）

松
山 

康
二

　
（
公
認
会
計
士
）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
県
民
・
事
業
者
・
医

療
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
第
五
波
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
感
染
再
拡
大
の
リ
ス
ク
は
続
き
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、「
密
」
の
回
避
な
ど
基
本

的
な
感
染
対
策
の
徹
底
を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

県
と
し
て
も
、
保
健
所
や
医
療
提
供
体
制
の
強
化
、

三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
な
ど
、
対
策
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

同
時
に
、「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
等

も
活
用
し
な
が
ら
、
飲
食
、
旅
行
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え

た
取
組
を
本
格
的
に
検
討
・
推
進
す
る
年
と
し
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
時
代
の
潮
流
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化

や
グ
リ
ー
ン
化
の
加
速
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
、
働
き

方
、
教
育
、
医
療
・
介
護
、
地
場
産
業
や
農
業
な
ど

様
々
な
分
野
で
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
や
水
素
の
利
活
用
な
ど
の

地
球
温
暖
化
対
策
に
力
を
入
れ
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
や
、

頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
交
流

と
日
常
生
活
を
支
え
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

な
ど
、
す
べ
て
の
県
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
、
育
ち
、

働
き
、
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
、
だ
れ
も
取
り
残
さ
な

い
兵
庫
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
ベ
イ
エ
リ
ア
の
活

性
化
に
も
本
腰
を
入
れ
ま
す
。
二
〇
二
五
年
大
阪
・

関
西
万
博
は
、
兵
庫
に
人
・
モ
ノ
・
投
資
を
呼
び
込

む
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
更
な
る
発
展
の
起
爆
剤

と
す
べ
く
、
ベ
イ
エ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
起
動
、

万
博
の
来
場
者
を
県
内
各
地
へ
誘
う
フ
ィ
ー
ル
ド
パ

ビ
リ
オ
ン
の
具
体
化
な
ど
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
い
き
ま
す
。

も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
取
組
は
行
政
だ
け
で
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
と
の
連
携
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
が

県
内
各
地
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
、
地
域

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
新
た
な
施
策
に
繋
げ
て
い
く
県

民
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
県
政
を
推
進
し
ま
す
。

「
躍
動
す
る
兵
庫
」
の
実
現
に
向
け
、
飛
躍
の
一

年
と
し
て
い
く
決
意
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

躍
動
す
る
兵
庫
、

躍
動
す
る
兵
庫
、

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
未
来
へ

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
未
来
へ

兵
庫
県
知
事
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　私たちの生活を一変させた新型コロナウイルス
は、自治会などの地域活動や平時の防災活動を停
滞させました。また、災害ボランティアセンター
では、感染拡大を防ぐ観点から、ボランティアの
募集を一定の地域に限定したり、事前登録を求め
るなど、コロナ禍以前とは違う対応をせざるを得
ませんでした。
　今回の特集では、コロナ禍でのＮＰＯや社協の
取り組みを紹介し、ウィズコロナを意識した地域
防災と災害ボランティアについて考えます。

写真上から
災害ボランティア連携訓練の様子（ひょうごボランタリープラザ）

行政、地域ボランティアなどの企画会議の様子（あしやNPOセンター）
武雄市災害ボランティアセンターでのボランティア受付の様子（佐賀県武雄市）

静岡県熱海市での土砂災害支援として支援品を贈呈する様子（ひょうごボランタリープラザ）

コ
ロ
ナ
禍
で
の

地
域
防
災
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

取
り
組
み

特集
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
防
災
活
動
と�

�
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

令
和
2
年
の
春
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
対
面
で
の
避
難
訓
練
や
防
災
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
活
動
が
減
少
し
、
地
域
の
防
災
力
の
維
持
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
べ
く
、
以
前
な
ら
ば
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
っ
て
い
た
大
規
模
災
害
時
に
も
、
募
集
範
囲
を
限

定
し
た
り
、
事
前
登
録
を
求
め
た
影
響
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
確
保
自
体
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
防
災
活
動
や
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
令
和

元
年
の
台
風
第
19
号
（
東
日
本
台
風
）
や
令
和
2
年

7
月
豪
雨
の
よ
う
に
、
極
端
な
気
象
現
象
に
よ
る
災

害
は
頻
発
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

い
つ
、
ど
こ
で
大
き
な
災
害
が
起
き
て
も
お
か
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
共
存
の
視
点
を
持
ち
つ
つ
、
地
域
防
災
力
の

向
上
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
門
戸
を
広

げ
、
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
下
、
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
域
防
災・社
協
の
取
り
組
み

事
例
1
　
あ
し
や
N
P
O
セ
ン
タ
ー
（
芦
屋
市
）

中
間
支
援
組
織
と
し
て
平
成
19
年
か
ら
阪
神
地
域

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
、あ
し
や
N
P
O
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」）
は
、
大
規
模
災
害
時
に
「
公

助
」
に
よ
る
対
応
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
と
、
地
域
で
の
支
え

合
い
を
広
げ
る
「
共
助
」
と
い
っ
た
平
時
の
備
え
を

大
切
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た

め
、
住
民
対
象
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
年
に
5
回
程
度

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
対
面
の
開
催
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
活
動
を
停
滞
さ
せ
な
い
よ
う
に
と

考
え
た
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
ず
は
身
近
に
あ
る
防
災

設
備
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
地
域
住
民
に

避
難
所
の
開
設
・
運
営
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
ね
ら
い
に
、
避
難
施
設
の
解
錠
方
法
や
防

災
倉
庫
に
あ
る
機
器
や
設
備
を
紹
介
す
る
動
画
制
作

を
行
い
ま
し
た
。

芦
屋
市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
指

定
避
難
所
の
学
校
・
公
園
な
ど
42
か
所
に
防
災
倉
庫

が
設
け
ら
れ
、
資
機
材
、
水
、
食
料
な
ど
が
備
蓄
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
の

玄
関
付
近
に
あ
る
防
災
ボ
ッ
ク
ス
は
、
地
震
時
に
自

動
で
解
錠
さ
れ
、
近
隣
住
民
が
自
ら
教
室
や
体
育
館

を
開
け
て
避
難
所
と
し
て
使
用
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

動
画
制
作
は
、
市
、
市
教
育
委
員
会
、
市
内
の
高

校
生
や
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
企
画
か
ら

編
集
ま
で
協
働
で
取
り
組
み
、
市
内
を
拠
点
に
活
動

す
る
防
災
士
に
も
協
力
を
得
て
撮
影
さ
れ
た
動
画
に

は
、
倉
庫
内
の
投
光
器
や
発
電
機
、
炊
き
出
し
用
調

理
器
具
な
ど
の
使
い
方
を
紹
介
す
る
場
面
が
あ
り
ま

す
。
動
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
は
、
出
演
す
る
高
校
生

か
ら
の「
使
い
方
に
慣
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
」

と
の
問
い
に
、
防
災
士
が
「
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
た

め
に
も
多
く
の
方
に
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

欲
し
い
で
す
」
と
応
え
る
場
面
も
あ
り
、
訓
練
も
含

め
た
地
域
活
動
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

映
像
は
10
分
程
度
に
編
集
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
動
画
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
も

周
知
に
協
力
し
た
こ
と
で
閲
覧
数
も
伸
び
て
い
ま
す
。

動
画
を
見
た
市
民
か
ら
も
「
普
段
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
防
災
倉
庫
や
設
備
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

良
か
っ
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
好
評
な
取
り
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
撮
影
場
所
の
調
整
を
担
っ
た
教

育
委
員
会
は
、「
市
内
の
小
中
学
校
に
も
動
画
が
伝
わ

る
よ
う
に
働
き
か
け
、
防
災
教
育
に
一
層
力
を
入
れ

た
い
」と
、今
後
の
動
画
の
活
用
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

小学校の防災倉庫の前での撮影。さまざまな関係者が
協力し合って動画が作られました。
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セ
ン
タ
ー
は
、
外
国
籍
の
住
民
の
増
加
な
ど
を
背

景
に
し
た
住
民
の
入
れ
替
わ
り
、
建
物
の
建
替
え
な

ど
に
よ
る
街
並
み
の
移
り
変
わ
り
な
ど
、
近
年
の
地

域
の
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
変
化
を
踏
ま
え

な
が
ら
大
規
模
災
害
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

定
期
的
・
継
続
的
に
時
代
に
合
っ
た
防
災
活
動
が
欠

か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
対
応

と
し
て
、
多
文
化
共
生
の
視
点
か
ら
、
外
国
の
人
に

も
日
頃
の
備
え
や
災
害
時
の
対
応
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
と
、
英
語
版
の
動
画
を
撮
影
中
で
す
。

事
例
2
　�

武
雄
市
社
協
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
県
）

令
和
3
年
8
月
14
日
の
大
雨
で
、
佐
賀
県
武
雄
市

で
は
広
範
囲
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
床
上
浸
水
が

1
、1
8
3
戸
に
も
上
り
ま
し
た
。
同
市
で
は
令
和

元
年
に
も
大
雨
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
今
回
の

被
害
は
さ
ら
に
深
刻
で
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
武
雄
市
社
協
は
、
市
や
佐
賀
県
社

協
と
協
議
し
、
8
月
17
日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、「
災
害
Ｖ
Ｃ
」）
を
設
置
。
当
初
は

九
州
全
体
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
（
第
5
波
）
と
、
隣
接
す
る
福
岡
県
で
の
緊
急
事

態
宣
言
の
発
令
を
踏
ま
え
、
受
け
入
れ
を
県
内
に
限

定
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
募
集
を
県
内
に
限
っ
て
も
、
人
流
が
生

じ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
感
染
予
防
に
最
大
限

の
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
た
結
果
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
に
際
し
、
活
動
希
望
者
全
員
に
、
市
で
備

蓄
し
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
キ
ッ
ト

を
使
っ
た
抗
原
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。
検
査
方
法
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
比
較
的
取
り
扱
い
易
く
、
検

査
結
果
も
短
時
間
で
出
る
こ
と
か
ら
、
災
害
Ｖ
Ｃ
で

は
抗
原
検
査
を
採
用
す
る
判
断
に
な
り
ま
し
た
。【
図

表
1
参
照
】

こ
こ
ま
で
は
順
調
に
調
整
を
進
め
ま
し
た
が
、
マ

ン
パ
ワ
ー
の
面
で
課
題
が
生
じ
ま
す
。
医
療
従
事
者

以
外
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
で
安
全
に
検
査
を
実
施
す
る

の
は
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
市
社
協
は
、

理
学
療
法
士
と
し
て
長
年
勤
務
し
た
経
験
を
持
つ

豊と
よ
む
ら村
貴た
か
し司
市
議
会
議
員
に
助
言
と
仲
介
を
要
請
。
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
県
の
理
学
療
法
士
会
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
得
な
が
ら
、
前
例
が
な
い
災
害
Ｖ
Ｃ
に
お

け
る
抗
原
検
査
の
導
入
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ま
し
た
。

作
業
工
程
や
人
員
配
置
を
工
夫
し
て
「
検
体
採
取

→
検
査
→
判
定
」
を
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
実
施
す
る

体
制
を
構
築
し
、
8
月
21
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

入
れ
開
始
か
ら
9
月
末
の
災
害
Ｖ
Ｃ
閉
鎖
ま
で
に
、

延
べ
1
、4
4
3
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
者
支

援
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
抗
原
検
査
に
よ
る
陽
性
者
は
ゼ
ロ
で

し
た
が
、
こ
の
間
の
検
査
の
実
施
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
ス
タ
ッ
フ
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
環
境
整
備

に
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
受
け
入
れ
、
支
援
を
受
け
る
被
災
者
に
も
安
心

を
も
た
ら
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者
の
円
滑
な

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
県
内
に
限
定
し
た
影
響

で
、
延
べ
人
数
比
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
は
令

和
元
年
水
害
の
約
4
分
の
1
で
し
た
が
、
最
終
的
に

は
全
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
に

支
援
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

武
雄
市
社
協
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
は
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
で
の
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
非

常
に
参
考
と
な
り
ま
す
。

【図表1】PCR検査と抗原検査の比較表
（ひょうごボランタリープラザ作成）

災害から１週間で、抗原検査の実施も含めた
災害VCの立ち上げを実現

（写真提供：武雄市社協）

PCR検査 抗原検査評価 評価

採取方法 鼻咽頭ぬぐい液
か唾液 ○ 鼻咽頭ぬぐい液 ○

検査
実施場所

検査機関に検体
を搬送して検査
を実施

×
検査キットで
判定可能

（特殊な資格や
技量等は不要）

◎

検査の
所要時間 数時間 × 早いもので

10分程度 ◎

精度 精度が高い ◎
PCR 検査より
も精度は劣るが
信頼性は高い

○

費用 1回
3,000円以上 ×

1回 
900円〜
1,000円程度

○
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SPECIAL EDITION

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
災
害
対
応

今
年
度
を
振
り
返
る
と
、
7
月
1
日
か
ら
の
大
雨

に
よ
り
静
岡
県
熱
海
市
で
は
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
た
ほ
か
、
8
月
の
大
雨
で
は
、
事
例
2
で
紹

介
し
た
佐
賀
県
を
含
む
九
州
地
方
を
中
心
に
20
県
に

及
ぶ
広
い
範
囲
が
被
災
。
11
市
区
町
社
協
の
災
害

Ｖ
Ｃ
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ザ
で
は
、
大
雨
や
台
風
の
被
害
を
受
け
た
各

地
に
調
査
隊
を
派
遣
し
、
7
月
に
は
静
岡
県
熱
海
市

で
、
8
月
に
は
佐
賀
県
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
生
か
す
方

法
を
模
索
し
た
結
果
、
武
雄
市
社
協
の
災
害
Ｖ
Ｃ
で

の
抗
原
検
査
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
検
査
の
実
施

に
向
け
た
準
備
事
項
や
留
意
点
な
ど
を
ま
と
め
た「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
有
無
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
手
法
に
つ
い
て
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
12
月
に
は
、災
害
救
援
に
取
り
組
む
各
種
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
、
社
協
な
ど
の
関
係
者
と
共
に
「
大

規
模
災
害
を
想
定
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
訓
練
」

を
実
施
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
規
模
災
害
を
想
定
し
な

が
ら
、
要
介
護
状
態
の
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
要
配

慮
者
に
対
す
る
支
援
を
中
心
テ
ー
マ
に
据
え
、
講
義

と
演
習
を
交
え
た
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み
は

柔
軟
な
対
応
で

今
後
発
生
が
想
定
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」

な
ど
、
大
規
模
か
つ
広
範
囲
な
被
害
を
及
ぼ
す
災
害

で
は
、
県
外
か
ら
の
支
援
が
届
か
な
い
こ
と
も
想
定

さ
れ
ま
す
。
実
際
に
昨
年
度
以
降
、
多
く
の
災
害

Ｖ
Ｃ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
県
内
や
市
内
な
ど
一
定
の

地
域
に
限
定
す
る
動
き
が
広
が
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
紹
介
し
た
武
雄
市
社
協
の
事
例

は
、
感
染
症
の
拡
大
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
抑
え
な

が
ら
、
活
動
す
る
側
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
る
被
災
者
も
安
心
で
き
る
環
境
を
整
え
、
被
災
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
一
つ
の
モ
デ
ル
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
あ
し
や
N
P
O
セ
ン
タ
ー
の
事
例
で
は
、

地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
従
来
の

対
面
型
か
ら
動
画
配
信
方
式
に
切
り
替
え
、
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
活
動
を
続
け
た
事
例
で
す
。
動
画

を
作
る
過
程
で
、
高
校
生
や
教
育
委
員
会
な
ど
と
の

協
働
も
生
ま
れ
、
今
で
は
「
多
文
化
共
生
」
と
い
う

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
活
動
に
も
発
展
さ
せ
る
な
ど
、

地
域
の
防
災
力
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
て
い
ま
す
。

紹
介
し
た
二
つ
の
事
例
に
共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
抑
え
る
工
夫
を

し
、
柔
軟
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
つ
ま
り
、
以
前
か
ら
大
切
に
し
て
き
た
目

的
は
そ
の
ま
ま
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
手
法
は

柔
軟
に
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
実
践
を
進
め
て
い
る

と
も
言
え
ま
す
。

　
災
害
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状

況
と
は
無
関
係
に
や
っ
て
き
ま
す
。
30
年
以
内
に
70

～
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
今
一
度
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
取
り
組
め
る
日
常
の
防
災
活
動
を
幅
広

い
関
係
者
と
模
索
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

災
害
Ｖ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
る
緊
急
時
を
念
頭
に
、
感
染

症
の
拡
大
防
止
を
図
る
対
策
を
加
え
る
な
ど
、「
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
見
直
す
こ
と
も
求
め
ら
れ

ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
た
こ
の
機
会
に
、
普
段
か
ら
の

地
域
の
防
災
活
動
と
、大
規
模
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
広
く
募
り
な
が
ら
安
心
し
て
活
動
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

プ
ラ
ザ
で
は
、
武
雄
市
社
協
の

取
り
組
み
を
参
考
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
災
害
Ｖ
Ｃ
で
の
抗
原
検

査
（
事
前
準
備
や
留
意
点
等
）

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

 

 

検索ひょうごボランタリープラザスクリーニング手法
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買
い
物
支
援
を
通
し
て
、

つ
な
が
り
、
助
け
合
う

地
域
づ
く
り
へ

「
買
い
も
ん
行
こ
カ
ー
」
で

み
ん
な
で
買
い
物
へ

中
山
間
地
で
も
都
市
部
で
も
、近
年
、

日
常
の
買
い
物
は
暮
ら
し
の
課
題
の
一

つ
で
す
。
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
方
な

ど
、
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
方
が
い
る

と
聞
い
た
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
神
戸
北
町
の

ス
タ
ッ
フ
は
、
平
成
28
年
に
無
料
送
迎

車
「
買
い
も
ん
行
こ
カ
ー
」
の
運
行
を

始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
組
合
員

と
の
間
で
事
前
調
整
を
し
た
上
で
、
週

１
回
、
決
ま
っ
た
曜
日
・
時
間
に
、
店

舗
か
ら
自
宅
に
送
迎
車
を
出
し
て
買
い

物
を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
今
で
は

28
店
で
運
行
さ
れ
、
体
が
不
自
由
な
方

や
運
転
免
許
を
返
納
し
た
方
な
ど
、
年

間
延
べ
７
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

「
買
い
も
ん
行
こ
カ
ー
」
は
、
買
い

物
を
支
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
乗
り
合

わ
せ
る
人
同
士
が
顔
な
じ
み
に
な
っ
て

会
話
に
花
を
咲
か
せ
る〝
小
さ
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
〟
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
社
協
と
共
に
、
見
守
り
を

兼
ね
た
買
い
物
支
援
を
実
現

神
河
町
で
は
、
令
和
２
年
に
コ
ー
プ

こ
う
べ
主
催
の
「
地
域
ね
っ
と
わ
ー
く

連
絡
会
※
１
」を
町
役
場
で
開
催
。こ
の
際
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
参
加
者
の
間
で
、

町
全
体
の
生
活
課
題
と
し
て
「
買
い
物
」

が
挙
が
り
ま
し
た
。

同
じ
頃
、
町
社
協
が
運
営
す
る
障
害

者
多
機
能
型
事
業
所
「
ひ
と
花
」
は
、

通
所
す
る
利
用
者
が
地
域
と
つ
な
が
っ

て
働
け
る
場
を
広
げ
よ
う
と
模
索
し
て

い
ま
し
た
。

町
社
協
の
働
き
か
け
か
ら
、
コ
ー
プ

こ
う
べ
と
「
ひ
と
花
」
で
一
緒
に
で
き

る
こ
と
を
約
１
年
協
議
。
昨
年
12
月
か

ら
「
週
一
宅
配
」
と
い
う
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
コ
ー
プ
の
配
送
セ
ン

タ
ー
か
ら
届
く
食
料
品・日
用
品
を
、「
ひ

と
花
」
の
利
用
者
が
注
文
に
応
じ
て
仕

分
け
、
組
合
員
の
自
宅
に
配
送
す
る
取

り
組
み
で
す
。
配
送
時
は
高
齢
者
の
見

守
り
が
行
え
る
上
に
、
１
回
２
０
０
円

の
利
用
料
は
「
ひ
と
花
」
利
用
者
の
報

酬
に
な
り
ま
す
。

取
り
組
み
を
進
め
た
、
コ
ー
プ
こ
う

べ
地
域
連
携
推
進
室
・
陰
平
康
則
統
括

部
長
が
、「
買
い
物
困
難
者
の
解
消
や
、

障
害
者
へ
の
理
解
と
働
く
場
を
広
げ
る

取
り
組
み
は
、
他
の
地
域
で
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
社
協
や
障
害
者

事
業
所
と
協
働
を
進
め
た
い
で
す
」
と

語
る
よ
う
に
、
活
動
の
さ
ら
な
る
広
が

り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
1
）�

消
費
者
問
題
、
防
犯
、
福
祉
な
ど
の
視
点
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
行
政
や
社
協
も
含
め
た

関
係
者
が
話
し
合
う
場
と
し
て
開
催

取材を終えて
100年の歴史を持ちながら、常に新しい活動
を生み出すコープこうべ。店舗などを拠点に、
さまざまな関係者が強みと役割を補完し合って
進める、助け合いの地域づくりに今後も注目し
たいです。

生活協同組合コープこうべ
所在地 ▲ �神戸市東灘区住吉本町1-3-19

神河町社協�障害者多機能型事業所�ひと花
所在地 ▲ �神崎郡神河町粟賀町630－6

笑顔輝く
共生のまちづくり

“笑顔”と“共生のまちづくり”につながる実践をレポート

協同互助の精神を基に、組合員の暮らしの
安定と生活文化の向上を目指す生活協同組合。
今号では、「生活協同組合コープこうべ」が
取り組む、買い物支援を二つ紹介します。

地域に出て配送する活動は、就労に
向けた訓練にもなっています

外出し、新鮮な商品を手に。
季節を感じてお買い物
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丹波市社協

取材を
終えて

当事者の居場所づくりやエンパワメント
の大切さに加え、地域・関係者間の話し
合いによる協働のあり方を改めて考える
機会になりました。

共生のまちづくりに
向けて、市町社協が
取り組むさまざまな
活動を紹介します。

あなたのまちの

社協活動
今回、紹介するのは

丹波市社会福祉協議会
☎0795-82-4631（代）

当事者・家族の想いを
実行委員会・地域で共有
だんないは、認知症当事者家族の「認知症の人
が主役となって楽しめる場が地域にあれば」とい
う声から生まれました。
家族の声を聞いた市社協は、当事者家族、日頃
から連携している住民、地域包括支援センターと
共に実行委員会を設立。実行委員会では、「忘れ
ても間違えても、温かく受け入れてほしい」とい
う想いを共有し、個人や企業から賛助・寄付など
の協力を得て、地域に根差した喫茶店を始めるこ
とになりました。
まず重視したのは、当事者・家族の視点です。
そのために、地域包括支援センターが行う個別相
談や医療介護連携、地域へのアウトリーチを活か
した当事者・家族との信頼関係の構築に努めまし
た。また、地域との協働や息の長い活動にするこ
とも重視し、社協が進める地域の意識づくりやネッ
トワークづくりをベースに、自治会長会・自治協・

民生委員などで構成された「地域支え合い推進会
議（協議体）」の協力を得て企業への働きかけを
行いました。同時に自治会長会などで認知症サポー
ター養成講座を開催して認知症を受け入れる風土
を醸成するなど、地域、企業、関係機関の協働を
基盤に活動できるよう準備を進めました。

試行錯誤を重ね、コロナ禍に負けない
取り組みへ
初の実行委員会から５か月。地元の飲食店を借
り、当事者スタッフ・家族との打ち合わせ、まち
がえない仕組みづくりなど、本番を想定したシミュ
レーションを経て、だんないはオープンしました。
新型コロナウイルスの影響で、開催を見合わせ
た時期もありましたが、テイクアウトを導入して
活動を続ける工夫も図りました。コロナ禍でもＳ
ＮＳや口コミもあり、だんないには若者の来店も
多く、多世代交流も生まれています。
市社協の生活支援コーディネーターの庄司滉祐
さんは、「当事者への理解と支え合う意識と風土
の醸成は共生のまちづくりに不可欠。関係機関と
の協働、地域や協議体を軸に地域団体や企業との
ネットワークを広げる“三方よし”、マネジメン
トを意識しました」と活動を振り返りました。

認知症の当事者が笑顔で活躍できる地域へ�
令和元年７月、認知症当事者の方々がスタッフとして活躍する『注文をまちがえる喫茶店「だんな
い」（以下「だんない」）』が、丹波市にオープンしました。
今回は、“だんない”の立ち上げに向けて、丹波市社協が当事者や関係機関と一緒に進めた活動を
紹介します。 ※だんないは地元の方言で「気にしない、かまわない」の意味

※�次回は2月5日にテイクアウト
形式で開店します

誰もが活躍できる 
地域づくりは、 

当事者の思いと声を紡ぎ、 
共に話し合うことから 

はじまる。

活動のポイント

“だんない”
インスタグラム

“だんない”
ホームページ

当事者
スタッフの方も

笑顔で接客
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Real
セルフヘルプグループの

リアルリアル
県内に拠点を置いて活動する自助グループを紹介します

私には3人の子どもがおり、長女は発達障害、
長男は自閉症です。また、私の兄も知的障害があ

り、両親が亡くなった後、兄が一人で生活できるよう私
が障害者手帳の申請などを行いました。すると、当時ま
だ幼稚園生だった次男が、「僕も大きくなったら、お兄
ちゃんのお世話をしないといけないの？」と不安げに尋
ねてきたのです。私は、「あなたの人生だから、お兄ちゃ
んのために生きていく必要はないよ」と伝えました。
その後、次男と神戸のきょうだい会に参加した際、学
校で境遇を打ち明けられないことや、親しい友人を作り
づらいという同年代の子たちの悩みに彼は強い共感を覚
えたそうです。今は高校生になった次男のためにも、地
元に語り合える場をつくれたらと、令和元年に「ふたつ
ばクローバー」を立ち上げました。

２ヶ月に１回開く定例会です。参加
者が悩みや本音を打ち明け共感し合う

ことで、普段は張り詰めている心も体も安ら
げる「頑張らなくていい場所」になるよう心
掛けています。抱えている問題が解決しなく
ても、仲間に話を聴いてもらうだけで気持ち
がすっきりし、先輩家族から経験に基づいた「生
きた情報」を教えてもらうこともできます。
きょうだい同士がつながれる場はいまだ少
ないのが実情です。ある参加者から「親の立
場で話し合う家族会はたくさんあっても、『きょ
うだい』の立場で話せる場がなかったのでと
てもありがたい」と言ってもらえたのはうれ
しかったです。

ふたつばクローバーを立ち上げた頃、既に社会人になってきょうだいの立場から少し遠ざかって
いる人たちから、「中学生の頃にこんな会があれば行ったのに」という声を聞きました。悩み
やすい思春期の真っ只中にいる子どもたちにこそ、私たちが扉を開けて待っているというメッ

セージを届けたいです。
今はまだ少人数での開催ですが、将来への漠然とした不安を抱える人々が出会い、一人じゃ
ないと思える場所を目指して、定例会をゆるく長く続けることが大切だと思っています。

Ａ.

Ａ.

Ａ.

ふたつばクローバー（きょうだい会）
　障害のある兄弟姉妹を持つ当事者（きょうだい）が、当事者ならではの思いを分かち合う「きょうだい会」。三
木市にきょうだい会「ふたつばクローバー」を立ち上げ、ご自身が「きょうだい」であり、障害を持つ子の親でも
ある代表の松原育子さんにお話を伺いました。

名 　 称　ふたつばクローバー（きょうだい会）
定例会開催日　奇数月　第４土曜日　17：00～
開 催 場 所　�三木市末広1丁目6-46市民活動センター内　� �

ボランタリー活動プラザみき� �
TEL：0794-83-0090

ふたつばクローバーの
花言葉は

「平和・調和・素敵な出会い」。
素敵な出会いが

芽生える場になればと活動
しています

グループの概要

Ｑ１.
グループを立ち上げた� �

きっかけは

Ｑ３. 社会に望むことやグループの目標は何ですか

Ｑ２.
現在どのような活動に� �

力を入れていますか

▲ 新しくできた福祉施設について情報交換 ▲ 社協主催のボランティアフェスタでも活動を紹介しました
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「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た

取
り
組
み
を
共
に
進
め
よ
う

「
県
社
協
2
0
2
5
年
計
画
」
に
掲

げ
た
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
県
社
協
は
11

月
29
日
、
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
記
念
講
演
で
は
、
俳
優
と
し
て

の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
、
長
年
の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
活
動
と
、
障
害
や
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
る
人
た
ち
の
創
作
・
表
現
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
一
般
社
団
法
人�

G
e
t�

i
n�

t
o
u
c
h
の
代
表
と

し
て
知
ら
れ
る
、
東
ち
づ
る

さ
ん
に
「
誰
も
排
除
し
な
い

『
ま
ぜ
こ
ぜ
の
社
会
』
を
目

指
し
て
」
の
テ
ー
マ
で
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
さ
ん
は
、
骨
髄
バ
ン
ク

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

G
e
t�

i
n�

t
o
u
c
h

の
設
立
に
つ
な
が
っ
た
東
日

大
震
災
の
避
難
所
で
見
え
て

き
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た

ち
の
生
き
づ
ら
さ
を
紹
介
。

「
浅
く�

広
く�

ゆ
る
く�

つ

な
が
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
さ
れ
る
人

や
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
、
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
が
共
に
生
き

ら
れ
る
社
会
を
「
ま
ぜ
こ
ぜ
の
社
会
」

と
し
、
一
人
一
人
が
自
由
で
あ
り
な
が

ら
助
け
合
え
る
社
会
の
姿
と
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
、
音
楽
、
映
像
、

ア
ー
ト
な
ど
の
表
現
活
動
に
つ
い
て
お

話
を
頂
き
ま
し
た
。

豊
富
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
と
、
活

気
あ
ふ
れ
る
映
像
を
交
え
た
講
演
は
参

加
者
を
引
き
付
け
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
を
通
じ
て
「
ま
ぜ
こ
ぜ
」
の
居

心
地
の
良
さ
を
発
信
し
続
け
る
東
さ
ん

の
活
動
か
ら
、
参
加
者
が
多
く
の
気
づ

き
を
得
な
が
ら
記
念
講
演
は
終
了
し
ま

し
た
。

ひょうごの福祉NOW

フ
ォ
ー
ラ
ム
後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
猪
名
寺
自
治
会
会

長
・
内
田
大
造
さ
ん
（
尼
崎
市
）、
社

会
福
祉
法
人
ゆ
た
か
会
理
事
長
・
蓬
莱

和
裕
さ
ん
（
加
西
市
）、
養
父
市
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
長
・
小
畑
美

鈴
さ
ん
に
登
壇
い
た
だ
き
、
実
践
報
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
田
さ
ん
か
ら
は
、
最
寄
り
の
駅
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
運
動
を

き
っ
か
け
に
自
治
会
が
活
性
化
し
た
経

緯
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
支
え
合
い
の
会
」
の
設
立
な
ど
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
、蓬
莱
さ
ん
か
ら
は
、

法
人
の
理
事
長
の
立
場
か
ら
地
域
に
根

差
し
た
施
設
運
営
や
農
福
連
携
の
実
践
、

市
内
の
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
し
た
地

域
活
動
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
小
畑
さ
ん
か
ら
は
、
社
協
が

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
「
福
祉
委
員
」

「
福
祉
連
絡
会
」
に
代
表
さ
れ
る
、
暮

ら
し
の
身
近
な
エ
リ
ア
で
の
話
し
合
い

の
場
の
設
置
と
、
住
民
発
で
生
ま
れ
た

支
え
合
い
活
動
な
ど
を
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。

３
名
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
武
庫
川

女
子
大
学
・
松
端
克
文
教
授
に
進
行
い

た
だ
い
た
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

地
域
へ
の
「
愛
着
や
誇
り
」
と
い
う
何

物
に
も
代
え
が
た
い
財
産
を
共
有
す
る

こ
と
。
そ
し
て
、
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
向

き
合
い
、
話
し
合
い
や
活
動
の
プ
ロ
セ

ス
を
共
に
楽
し
む
こ
と
で
取
り
組
み
の

輪
を
広
げ
ら
れ
る
と
い
う
視
点
を
共
有

し
合
あ
っ
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
閉
会
し

ま
し
た
。

記念講演でお話いただいた、東ち
づるさんが代表をつとめる、一般
社団法人Get�in�touch�の活動に
ついては、ぜひこちらもご覧くだ
さい！

「まぜこぜの社会」を目指して、「浅く、広く、ゆるくつながろう」と
話す東さん

登壇者からは、地域への愛着に根差した支え合いの
取り組みが発表されました

▲
公式サイト

▲
YouTubeチャンネル
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社
会
福
祉
の
充
実
・
発
展
に�

�
貢
献
し
た
方
の
功
績
を
た
た
え
て

11
月
12
日
、
南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育

館
に
て
、
県
、
県
社
協
、
南
あ
わ
じ

市
、
南
あ
わ
じ
市
社
協
の
共
催
で
第
69

回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

約
5
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
大
会
は
、
社
会
福
祉
の
充

実
や
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
県

知
事
及
び
県
社
協
会
長
が
表
彰
を
行
い
、

か
つ
、
記
念
講
演
な
ど
を
交
え
、
時
々

の
社
会
福
祉
を
巡
る
情
勢
や
地
域
で
の

つ
な
が
り
や
支
え
合
い
に
つ
い
て
考
え

る
場
と
し
て
昭
和
26
年
か
ら
続
い
て
き

ま
し
た
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

（
表
彰
式
の
み
実
施
）と
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
２
年
ぶ
り
の
開
催
が
実
現
。
被

表
彰
者
を
中
心
に
集
っ
た
関
係
者
が
互

い
を
た
た
え
、
気
持
ち
を
新
た
に
す
る

場
と
も
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
第
１
部
で
あ
る
表
彰
式
典
で

は
、
8
8
0
の
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ

れ
、
県
知
事
、
県
社
協
会
長
よ
り
代
表

者
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
看
護
師
と
し
て
活
躍

す
る
か
た
わ
ら
、
北
京
・
ロ
ン
ド
ン
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
競
泳
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
、
義
手
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と

し
て
も
知
ら
れ
る
伊
藤
真
波
さ
ん
を
招

き
、「
あ
き
ら
め
な
い
心
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
葛
藤
を
乗
り
越
え
て
挑
戦
を

続
け
て
き
た
経
験
談
に
多
く
の
参
加
者

が
引
き
込
ま
れ
た
後
、
伊
藤
さ
ん
は
バ

イ
オ
リ
ン
の
演
奏
を
披
露
。
美
し
い
音

色
の
余
韻
に
包
ま
れ
て
大
会
は
閉
幕
し

ま
し
た
。

寄
付
・
寄
贈
の
お
礼

今
号
で
は
、
昨
年
の
11
月
以
降
に
温

か
な
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
企
業・

団
体
を
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

■■��

一
般
財
団
法
人
近
畿
陸
運
協
会

一
般
財
団
法
人
近
畿
陸
運
協
会

様様
並
び
に
株
式
会
社
キ
リ
ッ
ク

株
式
会
社
キ
リ
ッ
ク

様様
よ
り
、
県
社
協
へ
寄
付

■■��

一
般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会

一
般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会

兵
庫
県
協
会
様

兵
庫
県
協
会
様
よ
り
、
県
内
市

町
社
協
に
福
祉
巡
回
車
と
車
い

す
の
寄
贈

■■��

関
西
遊
技
機
商
業
協
同
組
合
様

関
西
遊
技
機
商
業
協
同
組
合
様

よ
り
、
県
内
市
町
社
協
に
車
い

す
の
寄
贈

■■��

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
宅
地
建

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
様

物
取
引
業
協
会
様
よ
り
、
県
社

協
へ
寄
付

温
か
な
善
意
に
対
し
、
こ
こ
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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お知らせ
公益財団法人木口財団では、
２月１日から障害者等を
支援するボランティア活
動を支える「地域福祉振
興助成」の公募を始めます。

詳細は、木口財団のホー
ムページをご覧ください

https://kiguchi.or.jp/

講演の最後、バイオリンの演奏を
披露する伊藤さん

齋藤知事より長年の功績をたたえて

【申し込み・問い合わせ先】 兵庫県社協 企画部  TEL078-242-4633


